
水環境課

土壌・地盤環境担当

3084

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B35
地盤沈下防止対策事業費 総務費 環境費 公害対策費 地盤沈下防止対策費

挑戦項目   

分野施策 051144 公害のない安全な地域環境の確保

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
国庫支出金 使用料・手数料

決定額 74,392 969 4 73,419 97

前年額 74,295 702 3 73,590

平成29年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

事 業
期 間

昭和35年度～ 根 拠
法 令

環境基本法、工業用水法、建築物用地下水の採取の規制に関
する法律、埼玉県生活環境保全条例

　地盤沈下は、緩やかになりつつも、依然として継続し
ている。また渇水年には、地下水涵養量の減少と地下水
採取量の増加によって地下水位が低下し、地盤沈下面積
の拡大が観測されている。
　このため、引き続き地盤変動及び地下水位を監視する
とともに、地下水の採取を規制することにより、地盤沈
下の発生を防止する。
（１）地盤沈下防止の啓発と共同研究　　   79千円
（２）地盤変動調査と地下水位の監視　 74,235千円
（３）埼玉県地盤沈下対策調査専門委員会　 78千円

（１）事業内容
　　ア　地盤沈下防止の啓発と共同研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   79千円
　　　　地盤沈下の調査等について、国（国土交通省、環境省、国土地理院）や近隣都県市との連携や情報交換を行う。
　　イ　地盤変動調査と地下水位の監視　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 74,235千円
　　　　地盤変動及び地下水位の監視により地盤沈下の前兆を早期に把握し、地盤沈下の予防対策を適正に実施する。
　　　　地盤沈下・地下水位観測所の沈下計及び地下水位計を更新する。

　　ウ　埼玉県地盤沈下対策調査専門委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 78千円
　　　　有識者で構成する専門委員会を開催し、地盤沈下の調査及び対策に関する指導及び助言を得る。

（２）事業計画
　　ア　国や関係都県市との連携
　　　　地盤沈下や地下水位の変動状況について、国及び近隣都県市との連携や情報交換を行う。
　　イ　地盤変動調査
　　　　県平野部で一級水準測量を行い、前年度の標高と比較することにより地盤沈下の状況を把握する。
　　ウ　地盤沈下・地下水位観測所による観測
　　　　県内36箇所の観測所において地盤沈下及び地下水位の変動を観測し、地盤沈下の予兆を早期に把握する。
　　エ　地盤沈下・地下水位観測所の沈下計及び地下水位計の更新
　　　　平成27年度から４年間で、沈下計（25台）及び地下水位計（17台）を全て更新し、電子化する。
　　オ　埼玉県地盤沈下対策調査専門委員会
　　　　埼玉県における地盤沈下の原因および機構を解明し、必要な地盤沈下防止対策を総合的に調査・検討する。

（３）事業効果
　　　地盤沈下による建物被害や浸水区域の拡大を防ぐことができる。

県(10/10)
国庫委託金969千円(10/10)

普通交付税（包括算定経費）（区分）企画費
（細目）環境保全対策費　（細節）環境保全対策費
（積算内容）環境の監視調査・測定・分析、
　　　　　　公害の規制等

29) 9,500千円×1.2人＝11,400千円
28) 9,500千円×1.2人＝11,400千円

前年との
対比

― 環境部 B35 ―
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